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（1）　太平洋貿易開発会議と小島清教授

序

　
小
島
清
教
授
が
初
め
て
「
太
平
洋
共
同
市
場
」
構
想
を
発
表
し

て
、
太
平
洋
諸
国
間
の
関
税
引
下
げ
、
貿
易
投
資
の
活
性
化
を
提

案
し
た
の
は
一
九
六
五
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
ぼ
二
十
年
間
に
・

太
平
洋
諸
国
間
の
貿
易
・
投
資
・
経
済
協
カ
関
係
は
格
段
に
緊
密

化
し
た
。
こ
れ
に
は
環
太
平
洋
地
域
の
発
展
途
上
国
の
多
く
が
工

業
化
を
進
め
て
高
度
成
長
を
持
続
し
た
こ
と
、
米
国
・
日
本
等
先

進
国
企
業
の
み
な
ら
ず
、
発
展
途
上
国
企
業
も
活
発
に
多
国
籍
展

開
を
行
な
っ
た
こ
と
が
与
っ
て
い
る
。
「
太
平
洋
経
済
圏
」
は
、

す
で
に
構
想
の
段
階
を
越
え
て
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
ピ
言
え

る
。

　
し
か
し
太
平
洋
諸
国
間
の
経
済
関
係
緊
密
化
は
主
と
し
て
民
間

部
門
の
活
動
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
し
て
国
境
を
越
え
て
の
企

業
活
動
が
活
発
化
す
る
ほ
ど
、
各
国
の
経
済
政
策
・
制
度
の
相
違

に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
政
策
的
障
害
を
除
き
、
調

和
的
分
業
関
係
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
各
国
間
の
政
策
協

調
、
広
義
の
経
済
協
カ
の
必
要
が
増
し
て
く
る
。
太
平
洋
経
済
協

力
は
、
個
別
具
体
的
な
政
策
課
題
と
し
て
、
域
内
諸
国
政
府
の
関

心
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
太
平
洋
経
済
協
カ
の
緊
密
化
が
現
実
の
政
策
課
題

と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
る
気
運
が
生
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
醸
成

し
た
主
要
因
の
ひ
と
つ
が
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
（
墨
o
事
o

↓
、
蝉
ρ
。
・
目
ρ
9
至
。
君
實
；
邑
§
嚢
一
妻
昌
＞
U
）
シ
リ
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橋論叢 第92巻 第4号（2）

ー
ズ
の
成
功
で
あ
っ
た
。
第
一
回
会
議
が
一
九
六
八
年
東
京
で
開

催
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
会
議
は
ほ
ぽ
毎
年
、
太
平
洋
地
域
の
主
要

都
市
で
開
か
れ
、
域
内
の
経
済
協
カ
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

て
い
る
。
小
島
教
授
は
そ
の
創
設
者
で
あ
る
。
教
授
は
多
年
に
亘

っ
て
国
際
運
営
委
員
会
議
長
と
し
て
同
会
議
を
運
営
し
、
そ
の
研

究
活
動
に
自
ら
参
加
し
、
指
導
し
て
き
た
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
は
四
十
名
前
後
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
出

席
す
る
の
み
の
、
地
味
な
会
議
で
あ
る
。
同
じ
く
太
平
洋
経
済
問

題
に
関
心
を
も
つ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
国
際
的
会
合
で
あ
る
太
平

、
洋
経
済
委
員
会
（
冒
o
葭
o
ω
暮
巨
　
目
、
昌
邑
。
O
。
昌
昌
ま
。
。
一

市
宙
目
O
）
の
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
浴
ぴ
る
こ
と
も
少
な
い
。

し
か
し
毎
年
の
会
議
で
ど
り
上
げ
、
共
同
研
究
．
討
議
し
て
き
た

課
題
は
、
自
由
た
貿
易
投
資
の
促
進
、
雇
用
と
産
業
調
整
問
題
、

途
上
国
へ
の
援
助
・
技
術
協
力
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
安

定
化
等
、
こ
の
地
域
諸
国
間
の
経
済
問
題
を
広
く
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
研
究
成
果
の
蓄
積
と
並
ん
で
重
要
な
の
は
、
毎
年
の
会
議
が
、

少
数
の
中
核
メ
ン
バ
ー
は
除
い
て
、
で
き
る
だ
け
新
ら
た
な
研
究

者
を
動
員
し
て
、
太
平
洋
経
済
間
題
へ
の
関
心
を
広
め
、
持
続
さ

せ
て
き
た
、
「
研
究
者
資
源
」
と
い
う
ぺ
き
も
の
の
蓄
積
で
あ
ろ

、
つ
o

　
太
平
洋
経
済
圏
構
想
は
、
一
九
七
八
年
十
二
月
故
大
平
正
芳
首

相
の
「
環
太
平
洋
連
帯
構
想
」
声
明
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
フ

レ
ー
ザ
⊥
兀
首
相
が
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
一
九
八
O
年
九
月
に
開

か
れ
た
キ
ャ
ン
ベ
ラ
会
議
で
新
し
い
展
開
を
迎
え
た
。
第
一
に
、

こ
の
断
題
へ
の
関
心
が
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
を
越
え

て
・
政
治
家
、
外
交
官
、
政
治
学
者
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ま
で
拡

大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
太
平
洋
経
済
協
カ
の
総
論
の
大
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
と
な
っ
た
。
第
二
に
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
会
議
を
第
一
回
と
し
て
、

官
僚
O
B
・
実
業
家
・
学
者
三
者
構
成
に
よ
る
太
平
洋
経
済
協
カ

会
議
（
勺
碧
昌
o
向
8
昌
邑
o
O
o
o
幅
H
里
ま
o
目
O
昌
｛
。
、
。
目
。
。
一
吊
■
．

O
O
）
が
発
足
し
て
、
具
体
化
に
向
け
て
の
各
論
研
究
の
段
階
に

入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
シ
リ
ー
ズ
の
成
果
は
、
総
論
．
各
論
の

両
面
に
お
い
て
こ
の
新
ら
た
な
展
開
に
貢
献
し
え
た
。
P
E
C
C

の
三
者
構
成
に
お
い
て
も
、
「
学
者
」
は
具
体
的
な
協
カ
問
題
に

つ
い
て
、
長
期
的
視
点
に
立
つ
た
、
合
理
的
解
決
策
叱
提
供
す
る

役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。
小
島
教
授
と
協
カ
し
て
太
平
洋
貿
易

開
発
会
議
を
指
導
し
て
こ
ら
れ
、
P
E
C
C
日
本
代
表
を
勤
め
る

大
来
佐
武
郎
元
外
相
も
、
今
後
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
が
経
済
協

カ
間
題
研
究
の
実
施
母
体
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
を
示
唆
し
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（3）　太平洋貿易開発会議と小島滴教授

て
い
る
Φ

　
小
島
教
授
の
貢
献
は
、
太
平
洋
経
済
圏
構
想
の
最
初
の
提
案
者

で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
を
創
設
し
、

太
平
洋
経
済
協
カ
問
題
に
つ
い
て
の
国
際
共
同
研
究
を
組
織
運
営

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
本
稿
は
、
小
島
教
授
が

太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
を
創
設
し
、
国
際
的
協
力
を
え
て
同
会
議

シ
リ
ー
ズ
を
継
続
し
て
き
た
経
緯
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
太
平
洋

経
済
協
カ
緊
密
化
の
中
で
同
会
議
が
果
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し

よ
う
o

二
　
太
平
洋
経
済
圏
構
想

　
一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
日
本
は
経
済
国
際
化
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
、
一
九
六
〇
年
六
月
に
貿
易
為
替
自
由
化

計
画
大
綱
が
発
表
さ
れ
、
翌
年
か
ら
輸
入
制
隈
品
目
が
自
由
化
さ

れ
て
い
っ
た
。
ま
た
来
る
べ
き
O
E
C
D
加
盟
、
資
本
自
由
化
に

備
え
て
、
新
産
業
体
制
論
が
唱
え
ら
れ
、
開
放
経
済
移
行
の
あ
り

方
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
国
内

体
制
整
備
と
並
ん
で
、
日
本
の
対
外
経
済
戦
略
も
詰
め
ら
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
日
本
は
、
新
ら
た
に
参
加
し
た
国
際
経
済
の
申

で
い
か
な
る
役
割
を
果
す
べ
き
か
。

　
一
九
六
〇
牛
代
は
じ
め
に
お
け
る
太
平
洋
諾
国
の
経
済
情
況
は

今
日
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。
ド
ル

不
足
時
代
が
終
り
か
け
て
い
た
と
は
言
え
、
米
国
は
な
お
繁
栄
を

続
け
て
い
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
よ
う
や
く
鉄
鉱
石
輸
出
禁
止

を
解
い
た
ぱ
か
り
で
、
日
本
と
の
き
ず
な
は
な
お
伝
統
的
な
羊
毛

と
小
麦
で
あ
っ
た
。
現
在
の
A
S
E
A
N
諸
国
は
工
業
化
も
始
ま

ら
ず
、
米
国
と
な
ら
ん
で
日
本
の
繊
維
製
品
の
二
大
輸
出
市
場
で

あ
っ
た
。
香
港
の
み
が
雑
貨
輸
出
を
伸
ぱ
し
て
い
た
だ
け
で
、
台

湾
．
韓
国
と
も
輸
入
代
替
工
業
化
に
専
念
し
て
、
十
余
年
後
の
新

興
工
業
国
の
撞
頭
を
予
想
し
え
た
人
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
遠
く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
等
六

ケ
国
が
欧
州
経
済
共
同
体
（
E
E
C
、
一
九
五
八
年
一
月
発
足
）

を
形
成
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
そ
の
他
六
ケ
国
を
ま
と
め
て
欧
州
自
由

貿
易
地
域
（
E
F
T
A
、
一
■
九
六
〇
年
三
月
発
足
）
を
形
成
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
経
済
統
合
、
広
域
経
済
化
に
よ
る
高
度
成
長
を
持
続
し

て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
経
済
情
況
の
中
で
日
本
経
済
の
将
来
は
ど
の

方
向
を
目
指
す
べ
き
か
。

　
小
島
教
授
は
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
一
連
の
国
際
会
議
出
席
、

各
国
経
済
視
察
の
機
会
を
え
て
、
こ
の
問
魑
を
考
え
続
け
た
。
左
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一橘論叢 第92巻 第4号（4）

記
の
出
張
記
録
は
、
四
十
代
前
半
の
教
授
が
い
か
に
精
カ
的
に
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
）

本
経
済
の
国
際
化
の
方
途
を
求
め
続
け
た
か
を
伝
え
て
く
れ
る
。

一
九
六
一
・
一
〇
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
「
日
本
経
済
の
国

際
的
地
位
と
役
割
」
出
席
報
告

一
九
六
一
・
一
二
－
一
九
六
二
・
ニ
　
カ
ラ
チ
会
議
「
東
南
ア
ジ

ア
経
済
の
将
来
構
造
」
出
席
報
告
と
東
南
ア
ジ
ァ
諸
国
視
察

一
九
六
二
・
一
一
－
六
三
・
一
、
中
南
米
諸
国
視
察

一
九
六
三
・
三
－
四
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
講

演
旅
行

一
九
六
三
・
六
－
九
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
連
本
部
で
国
連
貿
易
開

発
会
議
（
U
N
C
T
A
D
）
準
備
参
加

　
カ
ラ
チ
会
議
で
は
、
米
・
日
・
東
南
ア
ジ
ァ
の
三
角
貿
易
バ
タ

＾
2
）

ー
ン
」
に
つ
い
て
報
告
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
訪
問
は
、
オ
セ
ア

ニ
ア
経
済
論
を
も
の
さ
れ
る
と
と
も
に
、
爾
後
長
く
続
く
日
豪
経

済
関
係
研
究
の
き
っ
か
け
を
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の

間
の
開
発
途
上
国
問
魑
研
究
は
集
大
成
さ
れ
て
『
低
開
発
国
の
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
〕

易
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　
正
に
「
視
察
旅
行
と
国
際
会
議
討
論
が
私
の
構
想
、
攻
策
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

窓
で
あ
っ
た
L
の
で
あ
る
。

　
ま
た
右
記
の
行
先
は
環
太
平
洋
諸
国
を
す
べ
て
カ
バ
ー
し
て
お

り
、
小
島
教
授
は
こ
の
間
に
太
平
洋
経
済
圏
の
現
地
感
覚
を
得
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
日
本
経
済
の
国
際
化
の
方
途
を
求
め
る
小
島
教
授
の
探
究
が
太

平
洋
経
済
圏
構
想
に
結
実
し
た
の
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
三
つ
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
＾
5
〕

際
会
議
、
共
同
研
究
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。

一
九
六
四
・
ニ
　
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン
タ
ー
会
議
「
太
平
洋
先
進
国

　
の
貿
易
援
助
政
策
」
出
席
報
告

一
九
六
四
－
六
五
、
バ
ラ
ッ
サ
教
授
の
共
同
研
究
に
参
加
。
「
先

　
進
国
間
貿
易
協
定
の
日
本
へ
の
影
響
」
担
当
。

一
九
六
五
・
一
一
、
東
京
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
i
会
議
「
低
開

　
発
国
の
貿
易
と
開
発
」
出
席
報
告

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
当
時
の
世
界
経
済
の
改
組
の
二
つ
の
大
き

な
試
み
の
進
行
を
背
最
と
し
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
．
ラ
ウ
ン
ド
の

関
税
引
下
げ
交
渉
と
国
連
貿
易
開
発
会
議
で
あ
る
。
前
者
は
西
ヨ

ー
ロ
ヅ
バ
の
経
済
統
合
を
開
放
的
な
方
向
に
転
じ
て
、
先
進
国
全

体
の
大
幅
な
関
税
引
下
げ
に
縞
実
さ
せ
る
べ
く
、
故
ケ
ネ
デ
ィ
米

国
大
統
領
の
提
唱
で
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
後

者
は
一
九
六
〇
年
代
を
「
国
連
開
発
の
十
年
」
と
し
て
、
そ
の
閥
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（5）　太平洋貿易開発会議と小島清教授

に
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
を
促
進
す
る
ぺ
く
開
催
さ
れ
る
も
の

で
、
援
助
増
額
や
国
際
商
品
協
定
等
の
世
界
経
済
の
制
度
改
革
が

強
く
主
張
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
が
世
界
貿
易
の
仕
組
み
の
改

変
に
つ
な
が
る
が
、
前
者
は
先
進
国
ア
プ
ロ
ー
チ
、
後
者
は
発
展

途
上
国
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
て
、
相
対
立
す
る
要
素
を
多
く
含
ん

で
い
た
。

　
ハ
ワ
イ
会
議
は
、
同
年
三
月
の
第
一
回
国
連
貿
易
開
発
会
議
開

催
に
先
駆
け
て
、
先
進
国
側
の
声
を
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
直
前
に

開
催
し
た
も
の
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
成
功
が
太
平
洋
貿

易
の
拡
犬
を
通
じ
て
発
援
途
上
国
に
も
禅
益
す
る
こ
と
を
説
得
す

る
狙
い
を
も
っ
て
い
た
。
小
島
教
授
は
「
新
国
際
援
助
政
策
と
貿

易
拡
大
」
と
い
う
題
で
報
告
し
て
い
る
。
発
展
途
上
国
が
必
要
と

し
て
い
る
資
本
財
や
肥
料
を
贈
与
で
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ

れ
が
先
進
国
の
資
本
財
・
生
産
財
産
業
特
化
を
促
し
て
、
低
開
発

国
産
品
の
輸
入
促
進
へ
の
市
場
開
放
に
役
立
と
う
と
示
唆
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
先
進
国
・
発
展
途
上
国
双
方
の
利
益
と
な
り
、
貿

易
拡
大
を
も
た
ら
す
方
途
を
模
索
す
る
小
島
ア
プ
ロ
ー
チ
が
す
で

に
現
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
小
島
教
授
は
、
こ
の
会
議
が
か
平
浄

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

地
域
に
お
け
る
貿
易
開
発
問
題
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
掲
げ
な
が

ら
、
太
平
洋
貿
易
自
体
の
究
明
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

と
に
強
い
失
望
を
感
じ
て
い
た
。

　
っ
ぎ
の
共
同
研
究
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
関
税
引
下
げ

が
個
別
先
進
諸
国
の
輸
入
を
ど
れ
だ
け
拡
大
し
、
同
時
に
輪
出
を

ど
れ
だ
け
拡
大
す
る
か
を
共
通
の
方
法
論
で
推
定
し
た
も
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
〕

小
島
教
授
は
日
本
へ
の
影
響
を
担
当
し
た
。
こ
の
関
税
引
下
げ
効

果
推
定
の
方
法
論
と
ハ
ワ
イ
会
議
で
の
太
平
洋
貿
易
研
究
の
間
題

意
識
と
が
結
び
つ
い
て
、
日
経
セ
ン
タ
ー
会
議
で
の
「
太
平
洋
共

同
市
場
と
東
南
ア
ジ
ァ
」
報
告
（
粟
本
弘
氏
と
の
共
同
研
究
）
が

生
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
日
経
セ
ン
タ
ー
会
議
は
戦
後
日
本
が
主
催
し
た
国
際
経
済
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

の
構
矢
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
主
要
な
目
的
は

第
一
回
国
連
貿
易
開
発
会
議
で
日
本
が
自
国
の
当
面
の
利
益
を
守

る
こ
と
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
た
と
の
反
省
か
ら
、
発
展
途
上
国
と
の

経
済
関
係
、
と
り
わ
け
貿
易
問
題
に
対
す
る
日
本
の
と
る
べ
き
政

策
を
、
長
期
的
視
点
に
立
ち
、
理
論
的
分
析
の
裏
づ
け
を
も
っ
て
、

打
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
グ
デ
ィ
シ
ュ
・
バ
グ
ワ

ッ
テ
ィ
（
イ
ン
ド
）
、
ヌ
ル
ル
・
イ
ス
ラ
ム
（
バ
キ
ス
タ
ン
）
、

ス
ブ
ロ
ー
ト
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
ハ
リ
ー
・
ジ
目
ン
ソ
ン
（
米
）
、

喜
多
村
浩
（
E
C
A
F
E
）
の
五
氏
が
海
外
か
ら
招
か
れ
、
日
本

側
の
見
解
を
国
際
的
に
再
検
討
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
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る
。　
前
出
の
小
島
報
告
は
、
太
平
洋
先
進
五
ケ
国
（
日
．
米
．
加
．

豪
・
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
）
が
自
由
貿
易
地
域
を
結
成
し
て
、
現
行

関
税
を
撤
廃
し
た
場
合
、
そ
れ
が
先
進
国
側
の
所
得
拡
大
効
果
と

発
展
途
上
国
に
も
偏
務
的
に
関
税
引
下
げ
を
適
用
し
た
価
椿
効
果

と
で
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
拡
大
を
ど
れ
だ
け
誘
発
す
る
か
一

を
推
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
他
の
先
進
国
と
の
協
力
を
通
じ
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
東
南
ア
ジ
ァ
発
展
援
助
を
果
す
こ
と
に
日
本
の

役
割
を
定
め
て
い
る
。

　
こ
れ
は
先
進
国
間
の
貿
易
自
由
化
と
発
展
途
上
国
援
助
と
を
経

済
効
率
性
と
矛
層
す
る
こ
と
な
く
結
び
つ
け
た
も
の
で
、
数
年
来

の
懸
案
に
対
す
る
小
島
教
授
の
解
答
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
よ
う
。

予
定
討
論
者
と
な
っ
た
ハ
リ
ー
・
ジ
目
ン
ソ
ン
教
授
は
、
「
太
平

洋
自
由
貿
易
地
域
の
加
盟
国
に
予
定
さ
れ
て
い
る
各
国
は
、
貿
易

そ
の
他
で
利
害
が
相
反
す
る
と
い
う
意
味
で
、
太
平
洋
自
由
貿
易

地
域
構
想
は
実
際
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
貿

易
関
係
は
目
下
変
貌
の
過
程
に
あ
り
、
将
来
太
平
洋
自
由
貿
易
地

の
実
現
が
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
検
討
す
る
価
値
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
が
小
島
教
授
が
太
平
洋
経
済
圏
構
想
を
生
み
だ
し
た
経
緯

で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
経
済
の
大
規
模
な
改
組
が
行
な
わ
れ
よ
う

と
す
る
中
で
穣
極
的
な
日
本
経
済
の
国
際
化
を
位
置
づ
け
る
政
策

と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
へ
も
「
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

島
提
案
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
米
国
や
ア
ジ
ア
の
枠
を

超
え
て
視
野
を
広
げ
始
め
て
い
た
日
本
の
識
者
の
関
心
を
引
い
た
。

　
岩
佐
拾
美
・
伍
藤
登
・
瀬
島
寵
三
氏
等
太
平
洋
経
済
関
係
に
強

い
関
心
を
抱
く
財
界
人
グ
ル
ー
プ
は
、
同
じ
太
平
洋
先
進
五
ケ
国

の
財
界
人
に
呼
び
か
け
て
、
一
九
六
七
年
太
平
洋
経
済
委
員
会

（
P
B
E
C
）
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
前
か
ら
発
足

し
て
い
た
豪
目
経
営
協
カ
委
員
会
（
＞
毒
弐
彗
顯
1
－
印
弓
竃
田
畠
｝
．

冨
蓄
0
8
喝
量
庄
昌
O
O
冒
冒
－
庁
汁
8
）
の
よ
う
な
二
国
間
協
カ
を
母

体
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
小
島
教
授
を
勇
気
づ
け
た
の
は
現
職
外

相
の
支
持
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
木
武
夫
外
相
（
当
時
）
は
一

九
六
七
年
五
月
の
経
済
同
友
会
月
例
懇
談
会
で
行
な
っ
た
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
外
交
と
日
本
の
経
済
協
カ
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、

日
本
が
な
す
べ
き
四
つ
の
側
面
か
ら
の
努
カ
の
穣
重
ね
を
強
調
し

て
い
る
。
第
一
は
ア
ジ
ア
と
太
平
洋
先
進
諸
国
と
は
「
同
じ
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を
強
め
、
日
本
は
そ
の
橋
渡
し

を
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
ア
ジ
ア
に
対
す
る
日

本
の
経
済
協
カ
の
重
要
性
で
あ
り
、
第
三
は
太
平
洋
先
進
国
内
の
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協
カ
を
「
金
持
ク
ヲ
ブ
」
に
せ
ず
に
開
放
的
に
進
め
る
こ
と
で
あ

り
、
第
四
に
は
太
平
洋
地
域
で
の
南
北
問
題
協
カ
努
カ
を
進
め
る

　
　
　
　
＾
u
〕

こ
と
で
あ
る
。

　
三
木
捷
案
は
小
島
教
授
の
太
平
洋
経
済
圏
構
想
と
驚
く
ほ
ど
一

致
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
木
外
相
の
支
持
を
え
て
、
小
島
教
授
は

太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
創
設
に
動
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
小
島
清
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
、
自
作
年
譜
参
照

　
（
2
）
ら
毛
旨
丙
o
甘
昌
ぷ
、
；
o
蟹
幕
昌
艮
⇒
｝
豊
。
百
邑
顯
・
箏
邑
o

　
　
宵
旨
o
目
o
q
艘
血
c
ω
戸
－
曽
勺
串
目
凹
目
ρ
ω
o
自
艘
而
鶴
叶
＞
色
♪
、
b
ミ
ミ
o
、
ざ
恥

　
　
肉
o
o
ミ
o
§
計
“
2
〇
一
－
　
一
〇
ひ
N

　
（
3
）
　
小
島
清
『
低
開
発
国
の
貿
易
』
国
元
最
房
、
一
九
六
四
・
五
、

　
（
4
）
　
小
島
清
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
　
序
文
。

　
（
5
）
　
小
島
滴
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
自
作
年
譜
。

　
（
6
）
　
小
島
滴
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
第
二
章
、

　
（
7
）
5
｝
o
邑
肉
o
旨
昌
凹
一
＝
⇒
邑
o
＞
目
昌
o
司
o
昌
彗
房
＞
目
昌
。
・

　
　
旨
旦
畠
胃
－
巴
8
冒
ニ
ユ
O
㎜
一
向
肖
8
訴
O
自
－
閏
勺
顯
P
、
ま
b
O
厨
ω
巴
鶉
墨

　
　
p
目
ρ
＞
眈
m
o
q
芭
一
〇
眈
　
い
、
ミ
軋
膏
㎞
｛
茗
ド
、
昌
～
雨
卜
｛
｝
雨
、
昌
ミ
“
富
ミ
o
ミ
一
・
、
、
o
ミ
軸
§
｝

　
　
s
ミ
～
、
§
魯
§
膏
盲
、
　
§
雨
　
H
ミ
軋
僅
向
ミ
ミ
｝
　
s
ミ
ミ
ミ
婁
、
↓
ゴ
o
　
－
o
巨
自

　
　
匡
o
勺
竃
篶
勺
冨
覇
一
s
s
‘

　
（
8
）
　
犬
来
佐
武
郎
「
目
経
セ
ン
タ
ー
・
低
開
発
国
貿
易
開
発
会
議
」
、

　
　
小
島
清
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
第
三
章
と
し
て
再
録

　
（
9
）
　
大
来
佐
武
郎
編
『
低
開
発
国
の
貿
易
と
開
発
』
目
本
経
済
新
聞

　
　
社
、
　
一
九
六
六
・
三
、
九
五
頁
。

（
1
0
）
　
ρ
　
ρ
　
＞
昌
o
♪
㌧
意
s
s
、
臼
㌔
ざ
§
　
ぎ
　
『
§
き
9
§
ミ
味
｝
、

　
卜
s
泰
ミ
　
完
o
守
　
“
s
　
、
畠
o
s
o
　
射
哉
ざ
§
　
H
崖
o
　
＞
庁
一
顯
昌
饒
o
　
↓
『
凹
o
o

　
望
邑
メ
■
o
邑
冒
一
凄
o
。
一
〇
勺
．
企
o
1
章
第
五
章
、
太
平
洋
自
由
貿

　
易
地
域
に
つ
い
て
の
日
本
の
提
案
　
の
中
で
、
一
、
小
島
教
授
の
提

　
案
、
二
、
三
木
氏
の
政
策
　
と
並
ぺ
て
招
介
さ
れ
て
い
る
。

（
u
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
　
一
九
六
七
・
五
・
二
三
、
小
島
『
太
平
洋

　
経
済
圏
の
生
成
』
二
三
頁
再
録
。

一
一
一
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
発
足

　
一
九
六
七
年
年
頭
に
お
い
て
世
界
経
済
の
見
通
し
は
混
沌
と
し

て
い
た
。
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
矛
盾
は
ま
す
ま
す
顕
わ
れ
て
、

I
M
F
を
中
軸
と
し
た
、
国
際
金
融
制
度
は
早
晩
大
き
な
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
年
十
一
月
ポ
ン
ド
の

大
幅
引
下
げ
、
翌
六
八
年
三
月
金
プ
ー
ル
制
度
停
止
・
金
二
重
価

格
制
へ
と
続
く
動
揺
が
内
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
時
で
あ
る
。

　
貿
易
・
投
資
の
面
に
お
い
て
略
、
何
人
も
明
確
な
見
通
し
を
持

ち
え
な
か
っ
た
。
先
進
国
の
犬
巾
関
税
引
下
げ
を
企
図
し
た
ケ
ネ

デ
ィ
ニ
7
ウ
ン
ド
は
、
五
年
に
亘
る
難
交
渉
を
経
て
、
こ
の
年
五

月
に
よ
う
や
く
妥
結
に
漕
ぎ
っ
け
る
が
、
そ
の
成
果
は
初
め
の
目

標
を
大
き
く
下
回
る
も
の
と
な
っ
た
。
国
連
貿
易
開
発
会
議
は
、

発
展
途
上
国
産
品
輸
入
に
対
す
る
一
般
特
恵
関
税
制
度
の
導
入
等
、

419



一橋論叢　第92巻　第4号　（8）

先
進
国
に
対
す
る
発
展
途
上
国
の
要
求
を
ま
す
ま
す
強
化
さ
せ
た

内
容
を
盛
っ
て
、
第
二
回
会
議
（
一
九
六
八
・
三
、
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
）
を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
。

　
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
E
E
C
は
予
想
以
上
に
市
場
統
合
の
成
果
を

収
め
て
、
加
盟
諸
国
は
い
ず
れ
も
高
成
長
を
続
け
て
い
た
。
西
ド

イ
ツ
の
マ
ル
ク
や
オ
ラ
ン
ダ
の
ギ
ル
ダ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
フ
ラ

ン
ス
フ
ラ
ン
や
イ
タ
リ
ア
リ
ラ
も
国
際
金
融
不
安
の
中
で
強
い
通

貨
と
な
ウ
て
い
た
の
で
あ
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
も
う
一
つ
の
グ

ル
ー
プ
E
F
T
A
の
盟
首
で
あ
っ
た
は
ず
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
当
時

二
者
択
一
の
戦
略
を
抱
え
、
そ
の
選
択
を
め
ぐ
っ
て
国
内
は
二
分

さ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
E
E
C
に
加
盟
申
請
し
て
、
太
陸
ヨ
ー
ロ

ヅ
バ
の
繁
栄
に
与
る
こ
と
で
あ
り
、
他
は
同
じ
英
語
国
家
た
る
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
と
北
大
西
洋
自
由
貿
易
地
域
（
z
o
H
書
孝
－
彗
－

ぎ
津
8
岸
邑
①
ξ
墨
一
乞
＞
句
↓
＞
）
を
結
成
し
て
、
市
場
拡
大

と
競
争
カ
強
化
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
な

貿
易
圏
で
あ
っ
た
英
連
邦
の
き
ず
な
は
す
で
に
綻
ぴ
は
じ
め
て
い

た
が
、
イ
ギ
リ
ス
が
E
E
C
に
加
盟
し
た
暁
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ァ
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
別
の
道
を
求
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

両
大
洋
に
足
掛
り
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
し
て
も
、
純
太

平
洋
国
家
た
る
日
本
に
と
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
選
択
の
帰
趨
は

重
大
な
関
心
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
不
透
明
な
世
界
情
勢
の
中
で
、
小
島
教
授
は
外
務

省
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
一
九
六
七
年
三
－
四
月
先
進
諸
国
の
通

商
政
策
視
察
の
旅
に
出
た
。
「
そ
の
と
き
単
に
視
察
だ
け
で
な
く
、

で
き
れ
ぱ
太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
問
題
に
つ
い
て
学
者
の
間
で
国

際
会
議
を
開
き
た
い
が
、
そ
の
可
能
性
や
各
国
の
学
者
の
反
響
や
、

ど
の
よ
う
な
学
者
が
ア
ベ
イ
ラ
ブ
ル
で
あ
る
か
の
見
当
も
つ
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
〕

き
た
い
と
申
し
出
て
、
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
」
こ
れ
が
太
平
洋
貿

易
開
発
会
議
の
開
催
準
備
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
著
者
の
ひ
と
り
は
小
島
教
授
の
長
い
旅
行
（
o
身
窒
｛
）
の
始

ま
り
を
生
き
生
き
と
恩
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
六
七
年
の

秋
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
の
）
、
小
島
教
授
は
旅
の
第
一
歩
を
キ
ャ

ン
ペ
ラ
に
印
し
た
。
こ
の
地
で
は
じ
め
て
、
小
島
教
授
は
太
平
洋

自
由
貿
易
協
定
構
想
を
検
討
す
る
会
議
開
催
を
、
学
者
、
政
府
官

僚
、
実
業
界
の
代
表
者
に
提
案
す
る
機
会
を
も
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
副
学
長
で
あ
っ
た
ジ
目
ン
・
ク

ロ
フ
ォ
ー
ド
卿
か
ら
は
カ
強
い
支
持
を
得
た
。
教
授
の
構
想
に
は

懐
疑
的
な
人
々
も
い
た
。
し
か
し
小
島
教
授
は
、
太
平
洋
諸
国
の

貿
易
政
策
専
門
家
が
集
っ
て
種
々
の
貿
易
・
経
済
外
交
政
策
案
を

検
討
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
は
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そ
れ
を
強
く
支
持
し
て
い
る
と
の
確
信
を
い
だ
い
て
キ
ャ
ン
ベ
ラ

を
発
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
教
授
は
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
ヘ
飛
ん
で
フ
ラ
ン
ク
・
ホ

ー
ム
ズ
教
授
と
会
い
、
さ
ら
に
米
国
、
カ
ナ
ダ
ヘ
と
旅
を
続
け
た
。

海
外
の
す
ぐ
れ
た
経
済
学
者
の
参
加
を
と
り
つ
け
る
こ
と
は
、
会

議
の
成
功
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
シ
カ
ゴ
大

学
の
ハ
リ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
、
イ
エ
ー
ル
大
学
の
ヒ
ュ
ー
・

バ
ト
リ
ッ
ク
教
授
、
カ
ナ
ダ
で
力
ー
ル
ト
ン
犬
学
の
イ
ン
グ
リ
ヅ

シ
ュ
教
授
の
協
カ
を
え
て
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
専
門
家
基

盤
は
整
え
ら
れ
、
会
議
開
催
の
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
は
一
九
六
八
年
一
月
一
一
日
か
ら
二
一
一

日
ま
で
、
東
京
の
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
（
当
時
大
来
佐
武
郎

理
事
長
）
で
開
か
れ
た
。
主
要
テ
ー
マ
は
太
平
洋
を
め
ぐ
る
先
進

五
ケ
国
に
お
け
る
貿
易
自
由
化
方
策
な
い
し
は
太
平
洋
自
由
貿
易

地
域
（
P
F
T
A
）
結
成
の
可
否
に
つ
い
て
で
あ
り
、
加
え
て
先

進
五
ケ
国
の
協
カ
に
よ
る
発
展
途
上
諸
国
、
特
に
東
南
ア
ジ
ァ
諸

国
に
対
す
る
援
助
の
問
題
で
あ
っ
た
。
外
国
人
参
加
者
は
上
記
五

ケ
国
か
ら
計
二
一
名
、
日
本
人
参
加
者
二
二
名
で
合
計
二
十
五
名

の
小
規
模
、
し
か
し
突
き
詰
め
た
議
諭
を
す
る
に
は
最
適
規
模
の

　
　
　
　
＾
2
）

会
議
で
あ
っ
た
。
三
年
前
の
同
じ
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
議

が
日
本
の
提
案
へ
の
意
見
を
求
め
る
た
め
に
外
国
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

を
招
い
た
の
と
異
な
っ
て
、
こ
の
会
議
で
は
五
ケ
国
の
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
が
共
同
で
等
し
く
関
心
を
も
つ
問
題
を
討
議
す
る
、
真
の
意

味
で
の
国
際
会
議
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
会
議
は
す
べ
て
英
語
で
、

通
訳
な
し
で
行
な
わ
れ
、
日
本
を
除
く
四
ケ
国
は
い
ず
れ
も
英
語

を
母
国
語
と
し
て
い
た
か
ら
、
日
本
側
に
菱
言
上
の
不
利
が
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
討
議
は
太
平
洋
地
域
の
貿
易
の
現
状
分
析
と
、
先
進
五
ケ
国
に

よ
る
太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
（
勺
碧
昌
o
軍
8
宇
邑
①
＞
『
墨
一

勺
句
H
＞
）
結
成
の
可
能
性
に
集
中
し
た
。
当
時
欧
州
共
同
市
場
が

ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
と
ア
フ
リ
ヵ
を
包
摂
し
た
排
他
的
な
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク

に
な
っ
て
、
他
の
先
進
国
、
発
展
途
上
国
の
貿
易
に
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
の
懸
念
が
強
く
も
た
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
全
体
の
討
議
の
背
景
と
な
っ
た
。

　
会
議
に
提
出
さ
れ
た
論
文
は
い
ず
れ
も
優
れ
た
も
の
で
、
参
加

し
た
エ
コ
ノ
、
ミ
ス
ト
の
間
の
討
論
は
き
わ
め
て
活
発
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
討
論
を
通
じ
て
現
わ
れ
た
点
の
一
つ
は
、
こ
の
地
域
の

研
究
者
が
相
互
に
連
絡
を
と
っ
て
経
済
政
策
問
題
を
分
析
、
討
議

す
る
こ
と
は
初
め
に
考
え
た
以
上
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

誰
も
太
平
洋
経
済
問
題
を
二
国
間
べ
ー
ス
で
考
え
よ
う
と
は
せ
ず
、
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い
ず
れ
も
地
域
べ
ー
ス
で
議
論
し
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
ー
バ
ー
教
授
（
後
に
カ
ー

タ
ー
大
統
領
の
経
済
担
当
国
務
次
官
）
が
、
各
国
が
域
内
の
発
展

途
上
国
へ
の
資
金
援
助
を
国
際
収
支
上
の
理
由
で
紐
付
き
に
す
る

傾
向
に
言
及
し
て
、
紐
付
き
を
は
ず
し
て
も
域
内
五
ケ
国
の
ど
こ

か
の
輸
出
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
多
角
的
決
済
取
極
め
に
宜
し
き

を
得
れ
ぱ
、
紐
な
し
の
効
率
的
な
援
助
が
実
現
で
き
る
、
こ
の
よ

う
な
解
決
策
を
考
え
つ
け
る
の
も
こ
の
種
の
国
際
会
議
の
利
点
で

あ
る
と
述
べ
て
、
参
加
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
正
に
大
き
な
地
球

儀
の
上
で
、
太
平
洋
を
囲
ん
だ
五
ケ
国
の
エ
コ
ノ
、
・
、
ス
ト
が
話
し

合
っ
て
い
る
感
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
多
く
の
人
が
ア
メ
リ
カ
経
済
に
つ
い
て
は
知
っ
て
い
た
が
、

他
の
国
の
経
済
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
太
平
洋

諸
国
の
相
互
理
解
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
著
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
小
島
教
授
は
「
太
平
洋
貿
易
拡
大
と
日
本
の
関
心
」
報
告
に
お

い
て
、
太
平
洋
先
進
五
ケ
国
間
の
貿
易
と
E
E
C
域
内
貿
易
を
対

比
し
て
、
一
九
五
八
年
に
は
前
者
が
後
者
を
上
回
っ
た
の
に
、
一

九
六
五
年
ま
で
に
後
者
の
方
が
よ
り
大
き
く
な
っ
て
太
平
洋
貿
易

は
遅
れ
を
と
っ
た
。
太
平
洋
五
ケ
国
が
関
税
を
相
互
に
金
廃
し
た

場
合
の
貿
易
拡
大
効
果
を
推
計
し
て
、
太
平
洋
貿
易
拡
大
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
。
そ
れ
こ
そ
が
E
E
C
の
発
展
や
北
大

西
洋
自
由
貿
易
地
域
構
想
に
対
抗
し
て
、
太
平
洋
地
域
の
発
展
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

能
性
を
実
現
す
る
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
会
議
の

反
応
は
、
太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
提
案
は
現
状
で
は
次
善
策
だ
が
、

こ
の
地
域
の
経
済
協
カ
増
進
の
た
め
に
他
に
も
い
ろ
い
ろ
の
政
策

提
案
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
多
く
の
参
加
者
は
ま
た
、
太
平
洋
地
域
の
経
済
協
カ
の
分
析
と

討
議
に
発
展
途
上
国
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
を
迎
え
て
、
発
展
途
上
国

の
利
害
と
必
要
と
が
反
映
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
一
致
し
た
。

　
最
初
の
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
で
提
起
さ
れ
、
討
議
さ
れ
た
問

題
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
た
め
、
翌
年
に
も
研
究
と
討
議
を

続
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
く
出
た
。
ハ
ワ
イ
東
西
セ
ン

タ
ー
所
長
の
ジ
冒
ー
ン
ズ
氏
が
第
二
回
会
議
の
主
催
を
申
し
出
て
、

会
議
の
継
続
が
決
り
、
小
島
教
授
は
会
議
の
国
際
運
営
委
員
会
の

座
長
に
推
さ
れ
た
。
こ
の
経
緯
を
小
島
教
授
は
、
「
一
回
か
ぎ
り

か
と
予
期
し
て
い
た
の
に
、
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
が
出
た
感
じ

　
　
　
　
　
　
？
〕

だ
」
と
述
懐
し
て
る
。
し
か
し
当
時
の
世
界
経
済
情
勢
か
ら
考
え

て
、
小
島
教
授
は
一
回
の
会
議
で
は
論
じ
つ
く
せ
な
い
大
き
な
問

題
提
起
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
「
座
談
会
・
太
平
洋
会
議
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
『
日
本
経
済
研
究
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セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
二
巻
一
号
、
一
〇
員

（
2
）
　
『
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
二
巻
一
号

（
3
）
　
小
島
満
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
、
第
四
章
参
照
。

（
4
）
　
『
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
報
』
第
二
巻
一
号
「
座
談
会
、

　
太
平
洋
会
議
を
ふ
り
か
え
っ
て
」

四
　
太
平
洋
協
カ
研
究
の
拡
充

　
第
二
回
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
は
一
九
六
九
年
一
月
、
ホ
ノ
ル

ル
で
東
西
セ
ン
タ
ー
主
催
で
開
か
れ
た
。
こ
の
会
議
に
は
先
進
五

ケ
国
の
み
な
ら
ず
韓
国
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ

等
発
展
途
上
国
や
国
際
機
関
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
も
参
加
し
た
。
テ

ー
マ
は
第
一
回
会
議
の
続
き
で
、
太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
の
再
考

や
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
自
由
貿
易
地

域
（
J
A
N
F
T
A
）
の
提
案
が
行
な
わ
れ
た
が
、
テ
ー
マ
は
さ

ら
に
広
げ
ら
れ
て
、
発
展
途
上
国
と
の
貿
易
関
係
、
援
助
供
与
、

通
貨
及
び
資
本
移
動
協
力
も
議
論
さ
れ
た
。
そ
し
て
会
議
の
終
り

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
が
翌
年
シ
ド
ニ
ー
で
、
外
国
直
接
投
資
を
主

題
に
第
三
回
会
議
を
開
く
こ
と
を
発
表
し
て
、
次
の
年
に
つ
な
げ

た
。
こ
の
や
り
方
が
会
議
継
続
の
バ
タ
ー
ン
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
回
会
議
以
降
に
つ
い
て
は
、
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
開

催
年
月
、
主
要
テ
ー
．
マ
、
開
催
地
と
主
催
団
体
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
（
第
十
四
回
ま
で
実
施
ず
み
。
第
十
五
回
は
予
定
）
。
ま
た
表

2
に
は
参
加
者
を
各
回
・
国
籍
別
に
人
数
分
布
を
と
っ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑
）

あ
る
（
第
一
－
十
三
回
分
の
み
）
。
こ
の
二
つ
の
表
を
手
掛
り
に
、

太
平
津
貿
易
開
発
会
議
シ
リ
ー
ズ
の
変
遷
、
す
な
わ
ち
太
平
洋
協

カ
研
究
の
拡
充
過
程
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

　
会
議
の
規
模
は
提
出
論
文
数
、
参
加
人
数
い
ず
れ
で
見
て
も
拡

大
し
て
い
る
。
第
一
－
三
回
の
平
均
は
論
文
数
一
四
、
参
加
人
数

二
六
名
だ
っ
た
の
が
第
一
一
－
二
二
回
の
平
均
は
論
文
数
二
〇
、

参
加
人
数
四
四
名
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
常
三
日
か
ら
三
日
半
（
マ

ニ
ラ
会
議
で
は
五
日
）
で
討
議
す
る
わ
け
セ
あ
る
。
す
ぺ
て
全
員

参
加
の
形
で
行
な
わ
れ
、
分
科
会
方
式
は
と
ら
な
い
。
議
論
の
密

度
と
葬
言
可
能
回
数
か
ら
言
え
ぱ
、
む
し
ろ
初
期
の
方
が
最
適
規

模
に
近
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
国
際
運
営
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
中

で
も
論
文
数
を
制
隈
し
よ
う
と
い
う
声
が
強
い
。

　
開
催
地
及
ぴ
参
加
者
の
地
理
的
分
布
に
つ
い
て
み
よ
う
。
開
催

地
は
初
め
の
五
回
は
日
、
米
、
豪
、
加
の
先
進
四
ケ
国
の
持
ち
廻

わ
り
と
な
っ
た
が
、
第
六
回
目
の
メ
キ
シ
コ
・
シ
テ
ィ
か
ら
は
隔

年
に
発
展
途
上
国
と
先
進
国
が
ほ
ぽ
交
互
に
開
催
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
参
加
者
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
第
一
回
が
先
進
五
ケ
国
．
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表1　太平洋貿易開発会議シリーズー覧

回数

1

2
3

10

11

12

13

14

15

年　月 主要テーマ 開催地 主催団体

1968・1太平洋地域の貿易と開発
　　　　　　　　　　　　　　（13）

1969・1　　　”　　　2（14）
1970・8　アジア太平洋坤域の外国直

　　　　接投資　　　　　　（15）

1971・10　太平洋地域の貿易障壁（12）

1973・1　アジア太平洋貿易の産業調

　　　　整　　　　　　　　（13）

1974・7太平洋経済開発と技術移転

　　　　　　　　　　　　　　（13）

1975・8　アジア太平洋地域の協カと

　　　　開発一大国と小国の関係

　　　　　　　　　　　　　　（14）

1976・7　アジア太平洋地域の貿易と

　　　　雇用　　　　　　　（1ア）

19η・8　太平洋地域における鉱物資

　　　　源　　　　　　　　（14）

1979・8　太平洋及世界経済の変化と

　　　　ASEAN　　　　　　　　（18）

1980・9環太平洋地域における新興

　　　　工業国の貿易と成長　（16）

1981・9　太平洋地域における再生可

　　　　能資源　　　　　　（23）

1983・1　アジア太平洋地域のエネル

　　　　　ギーと構造調整　　　（21）

1984・6　太平洋の成長と金融相互依

　　　　存　　　　　　　　（17）

198518　太平洋の成長と産業政策

東京

ホノルノレ

シドニー凸

オタワ（カナ

ダ）

東京

メキシコ・シ

ティ

オークランド

（ニュージー

ランド）

パタヤ（タイ）

サンフランシ

スコ

キャンベヲ

ソウル

ヴァンクーバ

ー（カナダ）

マニラ

シンガポール

東京

日本経済研究センター

東西センター

オーストラリア国立大

学

力一ルトン犬学

目本経済研究センター

国立科学技術院

ニュージーランド蓋蚤言斉

学会

タイ中央銀行

サンフヲンシスコ連銀

オーストラリア国立大

学

韓国開発研究院

国際開発研究センター

フイリピン大挙・アジ

ア開銀

シンガポール国立大学

日本経済研究センター

（注）主要テーマの後の（）内の数字は提出論文数

議メめ第エルキ参リるよともト
論リて五ツ・シ加カ。うし中に
にカラ回クブコの諸ラにて核代
反のテ会教イ　構国テな）メ表映利ン議授オの矢かンつをン（
さ益・ででンミはらアて出バそ
せをア初’チゲメのメいす1れ

て　も　が　ア第の

’着参の二み
コ　実加発回だ
ンにし展かウ
ス増　’途　ら　た
タ加　そ上ア　の
ン　しれ国　ジが
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（13）　太平洋貿易開発会議と小島清教授

た
。
第
六
回
会
議
を
主
催
し
、
そ
こ
で
は
多
数
の
メ
キ
シ
コ
の
エ

コ
ノ
、
・
、
ス
ト
が
参
加
し
た
。
ア
ジ
ァ
の
よ
う
に
コ
ン
ス
タ
ン
ト
で

は
な
い
が
、
毎
回
ど
こ
か
の
国
が
参
加
し
て
き
て
い
る
。

　
第
六
回
会
議
に
は
太
平
洋
地
域
の
社
会
主
義
国
家
と
し
て
始
め

て
二
名
の
ソ
連
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
参
加
し
た
。
中
国
の
ニ
コ
ノ

、
、
、
ス
ト
も
第
一
〇
回
会
議
か
ら
参
加
し
、
第
十
二
、
十
三
、
十
四

会
議
と
続
け
て
論
文
を
提
出
し
た
。
す
で
に
プ
ェ
ト
ナ
ム
の
研
究

者
か
ら
太
平
洋
経
済
研
究
に
参
加
し
た
い
と
の
意
向
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
参
加
者
の
顔
ぷ
れ
に
つ
い
て
は
、
国
際
運
営
委
員
会
は
原
則
と

し
て
主
催
国
の
組
織
委
員
会
の
意
向
に
委
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

良
い
結
果
を
生
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
参
加
経
営
の
問
題
も
あ
っ
て
、
一
般
に
開
催
国
及
び
そ
の
近
隣

国
か
ら
の
参
加
が
多
い
。
日
、
米
、
豪
の
三
国
は
四
－
八
名
の
参

加
者
を
送
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
は
こ
れ
ら
三
国
が
複
数
の
中

核
メ
ン
バ
ー
を
出
し
て
か
ら
で
も
あ
る
。
太
平
洋
経
済
協
カ
間
魑

に
つ
い
て
の
関
心
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
工
］
ノ
ミ
ス
ト
に
広
め

た
い
と
い
う
の
が
始
め
か
ら
の
目
的
で
あ
り
、
各
国
と
も
コ
ア
・

メ
ン
バ
ー
を
除
い
て
は
新
し
い
参
加
者
を
探
し
出
す
よ
う
に
し
て

い
る
。
日
本
の
場
合
第
一
－
二
二
回
ま
で
の
延
参
加
者
数
七
七
名

の
内
、
中
核
メ
ン
パ
ー
の
小
島
教
授
（
毎
回
参
加
）
と
犬
来
佐
武

郎
氏
（
七
回
）
を
除
く
と
、
四
－
五
回
参
加
が
四
名
、
二
回
参
加

が
七
名
、
一
回
参
加
が
二
六
名
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
．

　
会
議
の
主
要
テ
ー
マ
は
表
1
に
見
る
よ
う
に
、
初
め
二
回
の
太

平
洋
経
済
圏
構
想
か
ら
、
よ
り
焦
点
を
し
ぽ
っ
た
個
別
テ
ー
マ
を

と
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
外
国
直
接
投
資
、

貿
易
障
壁
、
産
業
調
整
、
技
術
移
転
、
大
国
小
国
関
係
、
貿
易
と

雇
用
、
鉱
物
資
源
、
A
S
E
A
N
、
新
興
工
業
国
、
再
生
可
能
資

源
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融
相
互
依
存
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
開
催
国

の
関
心
を
反
映
し
て
い
る
。
太
平
洋
諸
国
間
の
経
済
関
係
は
こ
の

間
に
格
段
に
緊
密
化
し
て
、
同
時
に
多
く
の
共
同
討
議
や
政
策
調

整
を
必
要
と
す
る
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
ま
た
二
度
の
石
油
危
機

や
一
九
八
一
－
二
年
の
世
界
大
の
不
況
等
、
す
べ
て
の
参
加
国
が

共
通
に
悩
み
、
対
策
に
苦
慮
す
る
経
済
問
題
に
事
欠
か
な
い
。
今

年
一
九
八
四
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
会
議
で
は
、
金
融
面
で
の
相
互

依
存
関
係
の
強
ま
り
を
背
景
に
、
累
積
償
務
間
題
や
オ
フ
シ
目

ア
．
バ
ン
キ
ン
グ
間
題
が
討
議
さ
れ
た
。
来
年
の
東
京
会
議
で
は

産
業
政
策
と
国
際
競
争
カ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
再
来
年
の

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
会
議
で
は
サ
ー
．
ビ
ス
貿
易
問
題
が
と
り
上
げ
ら

れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
毎
年
の
会
議
の
報
告
書
は
ほ
ぽ
一
年
以
内
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（15）　太平洋貿易開発会議と小島清教授
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一橋論叢　第92巻　第4号　（16）

に
英
語
で
刊
行
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
毎
年
の
会
議
の
概
要
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

日
本
で
は
参
加
者
に
よ
っ
て
邦
文
で
紹
介
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
シ
リ
ー
ズ
が
蓄
積
し
て
き
た
も
の
は
活

字
に
な
っ
た
研
究
成
果
の
み
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
も
っ
と
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
は
、
十
数
年
に
亘
っ
て
作
り
上

げ
た
研
究
者
と
大
学
、
研
究
機
関
の
共
同
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
れ
を
拡
充
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
小
島
教
授
が
一
九
六
八
年
に
着
手
し
て
成
功
さ
せ
た
日
本
の
イ

ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
は
、
今
や
太
平
洋
地
域
全
体
に
共
同
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
張
り
廻
ら
す
ま
で
に
発
展
し
た
。
第
一
回
会
議
の
前
に

は
太
平
洋
地
域
の
経
済
政
策
問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
、
協
同

し
た
り
す
る
事
例
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
太
平
洋
貿
易
開
発
会

議
シ
リ
ー
ズ
に
よ
っ
て
、
こ
の
種
の
政
策
論
議
が
活
発
化
さ
れ
た

が
、
な
お
な
す
べ
き
こ
と
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
機
関
の
関
与
の

仕
方
、
交
信
連
絡
の
モ
ー
ド
、
考
え
方
、
諸
問
題
へ
の
関
心
の
も

ち
方
な
ど
、
各
国
間
で
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
埋
め
ら
れ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
バ
ー
セ
プ
シ
目
ン
・
ギ
ャ
ヅ
プ
も
小
さ
く
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　
（
1
）
　
い
ず
れ
も
原
資
料
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
太
平
洋
研

　
　
究
所
・
豪
目
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
た
太
平
洋
貿
易
開
発
会

　
議
常
設
事
務
局
資
料
に
も
と
づ
く
。

（
2
）
　
第
一
－
十
回
会
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

　
済
圏
の
生
成
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

小
島
漕
『
太
平
洋
経

五
　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
組
織
と
運
営

　
個
々
の
太
平
洋
諸
国
か
ら
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
個
人

の
資
楕
で
招
か
れ
る
と
い
う
意
味
で
こ
の
会
議
は
私
的
な
性
楕
を

も
っ
て
い
た
。
政
府
や
国
際
機
関
に
所
属
し
て
い
る
場
合
で
も
、

所
属
機
関
の
代
表
で
は
な
く
個
人
の
資
椿
で
参
加
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
参
加
者
の
大
多
数
は
大
学
、
研
究
機
関
に
所
属
し
て
い
る

が
、
政
府
そ
の
他
で
政
策
実
施
の
経
験
を
稽
ん
だ
も
の
も
少
な
く

な
い
。
こ
の
会
議
の
「
卒
業
生
」
の
中
に
は
政
府
に
参
加
し
て
、
、

実
綬
を
上
げ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　
元
来
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
は
、
太
平
洋
地
域
に
と
っ
て
重

要
な
経
済
政
策
間
題
を
知
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
き

た
。
会
議
に
提
出
さ
れ
る
論
文
は
会
議
の
討
議
の
た
た
き
台
に
な

る
も
の
だ
が
、
こ
の
目
的
に
添
う
よ
う
に
選
ば
れ
て
き
た
。
政
策

に
焦
点
を
置
い
て
い
る
点
で
、
こ
の
会
議
の
論
文
は
純
学
問
的
な

研
究
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
太
平
洋
諸
国
の
経

済
の
調
査
、
分
析
が
蓄
積
さ
れ
、
政
府
や
実
業
界
の
実
務
家
達
が
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（17）　太平洋貿易開発会議と小島清教授

太
平
澤
地
域
の
開
発
に
と
り
組
む
際
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

　
太
平
洋
諸
国
の
効
率
的
な
協
カ
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
政

府
、
実
業
界
、
学
界
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
さ
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
考
え
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
太
平
洋
の
協
カ
と
発
展
を
眺
め
る
と
、
こ
の

考
え
が
か
な
り
当
っ
て
い
る
の
が
分
る
。
学
界
、
実
業
界
、
政
府

の
レ
ベ
ル
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
太
平
洋
協
カ
に
つ
い
て
関
心
が

高
ま
っ
て
き
た
の
を
見
て
も
、
こ
の
会
議
シ
リ
ー
ズ
と
そ
の
研
究

成
果
が
太
平
洋
諸
国
の
政
策
当
局
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

こ
の
意
味
で
も
会
議
の
報
告
書
は
遠
や
か
に
刊
行
さ
れ
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
大
事
な
の
は
、
参
加
者
が
視
野

を
広
げ
、
よ
り
知
識
を
増
や
し
、
新
し
い
考
え
を
自
国
に
持
ち
帰

っ
て
、
関
係
の
あ
る
政
府
官
僚
や
実
業
家
、
仲
間
の
研
究
者
達
に

伝
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
策
論
に
つ
い
て
の
こ
の
連
絡
網
を
拡

大
し
て
い
く
こ
と
が
、
太
平
洋
地
域
の
経
済
問
題
解
決
に
役
立
ち
、

太
平
洋
協
カ
の
実
施
の
た
め
の
主
要
な
礎
石
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
シ
リ
ー
ズ
と
研
究
と
を
こ
の
よ
う
に
組

織
、
運
営
し
て
い
く
仕
事
は
、
基
本
的
に
は
太
平
洋
諸
国
の
個
々

の
メ
ン
バ
ー
が
分
担
し
て
お
り
、
彼
等
を
通
じ
て
各
国
の
諸
機
関

の
協
カ
を
え
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
面
で
小
島
教
授
は
中
核
的
な

役
割
を
果
し
て
き
た
。

　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
国
際
運
営
委
員
会
は
参
加
国
の
個
人

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
等
は
こ
の
会
議
シ
リ
ー
ズ

を
続
け
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
表
明
し
、
そ
の
た
め
に
尽
カ
し
、

最
低
限
必
要
な
機
関
の
援
助
を
引
き
出
し
う
る
よ
う
な
人
々
で
あ

る
。
運
営
委
員
会
の
メ
ン
パ
ー
は
こ
れ
ま
で
に
若
干
変
化
し
て
き

た
。
初
め
の
委
員
会
メ
ン
パ
ー
は
小
島
教
授
、
大
来
佐
武
郎
博
士

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ジ
目
ン
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
卿
と
ビ
ー
タ

i
．
ド
ラ
イ
ス
デ
ー
ル
榑
士
、
カ
ナ
ダ
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
教
授
、
米
国
の
ヒ
＾
1
・
バ
ト
リ
ヅ
ク
教
授
、
故
ハ
リ

ー
．
ジ
目
ン
ソ
ン
教
授
と
ハ
ワ
ー
ド
・
ジ
目
ー
ン
ズ
氏
で
あ
う
た
。

　
第
七
回
会
議
の
際
に
、
主
と
し
て
実
施
上
の
便
宜
か
ら
、
少
人

数
の
実
行
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
三
つ
の
機
関
、

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
太
平

洋
研
究
所
内
の
豪
日
研
究
セ
ン
タ
ー
、
イ
エ
ー
ル
大
学
経
済
成
長

セ
ン
タ
ー
と
が
、
主
要
な
本
部
機
関
と
な
っ
て
、
広
範
な
研
究
活

動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
人
集
め
を
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
シ
リ
ー
ズ
の
組
織
は
比
較

的
簡
単
で
、
非
官
僚
的
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
機
関
よ
り
も
個
人
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に
依
存
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
機
関
の
援
助
が
な
け
れ
ぱ
、
会

議
の
経
費
調
達
や
開
催
地
決
定
、
会
議
報
告
の
刊
行
は
も
ち
ろ
ん
、

個
々
の
研
究
や
研
究
会
議
を
主
催
し
、
組
織
す
る
際
の
薙
多
な
業

務
の
引
受
け
手
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た
仕
事
は
そ
れ
自

体
メ
リ
ヅ
ト
が
あ
る
か
ら
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
各
個
人
が

進
ん
で
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
研
究
会
議
を
計
画
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
完
全
に
機
関
研
究
の
場
合
に
よ
く

あ
る
よ
う
な
官
僚
的
な
惰
性
で
動
く
も
の
と
は
違
う
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
の
終
り
と
八
○
年
代
の
始
め
に
は
後
述
す
る
よ

う
な
い
く
つ
か
の
新
展
開
が
あ
っ
て
、
太
平
洋
経
済
の
研
究
作
業

を
新
ら
た
に
開
始
し
、
且
そ
の
た
め
の
組
織
作
り
を
強
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
関
係
す
る
研
究
者
と
機
関
の
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
が
ま

す
ま
す
拡
大
し
て
、
効
率
的
な
連
絡
が
個
人
の
手
に
負
え
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
実
業
界
や
政
策
サ
ー
ク
ル
と
の
相
互
補
助

関
係
が
拡
大
し
て
き
た
し
、
研
究
計
画
や
会
議
シ
リ
ー
ズ
に
も
長

期
戦
賂
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
仕
事
の
重
要
性
が
増
し
、

太
平
洋
へ
の
関
心
が
広
ま
っ
て
く
る
と
、
相
互
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ヅ

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
若
い
研
究
者
の
太
平
洋
経
済
へ
の
関
心

を
ひ
き
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
九
八
一
年
九
月
の
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
会
議
の
際
に
、
国
際
運

営
委
員
会
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
挙
太
平
洋
研
究
所
の
豪
日

研
究
セ
ン
タ
ー
を
招
き
、
常
任
の
秘
書
を
置
い
て
、
太
平
洋
貿
易

開
発
研
究
の
世
話
や
情
報
交
換
、
他
の
会
議
と
の
連
絡
を
と
る
よ

う
に
申
し
入
れ
た
。
同
時
に
あ
る
期
間
内
の
研
究
及
ぴ
会
議
を
賄

な
う
た
め
の
（
北
米
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
か
ら
の
）
資
金

調
達
に
同
意
し
、
会
議
の
計
画
と
関
連
づ
け
て
フ
エ
ロ
ー
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
こ
と
に
も
同
意
し
た
。
豪
日
研
究

セ
ン
タ
ー
は
小
さ
な
事
務
局
を
置
く
予
算
を
獲
得
し
た
し
、
今
後

三
年
間
の
資
金
援
助
が
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
、
ア
ジ
ア
財
団
、
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
、
日
本
の
N
I
R
A
、
豪
日
研
究
セ
ン
タ
ー
か

ら
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
毎
年
の
会
議
に
当
っ
て
は
、
主
催
国
の
代
表
に
国
際
運
営
委
員

会
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
組
織
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
組

織
委
員
会
が
会
議
の
開
催
、
研
究
論
文
の
準
備
や
報
告
刊
行
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
運
営
上
の
仕
事
を
担
当
す
る
。
も
ち
ろ
ん
会
議
の
テ

ー
マ
や
各
国
か
ら
の
報
告
者
の
顔
ぷ
れ
も
こ
の
委
員
会
で
決
定
さ

れ
る
。
報
告
者
と
そ
の
他
参
加
者
と
も
広
く
各
国
を
代
表
す
る
よ

う
に
選
ば
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
通
常
は
二
一
－
一
五
論
文
が

提
出
さ
れ
、
三
0
1
三
五
人
の
参
加
者
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
経
費
調
達
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
会
議
は
目
本
政
府
が
賄
な
っ
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た
。
そ
の
後
は
国
際
運
営
委
員
象
憂
国
際
財
票
ら
主
器

分
の
経
費
援
助
を
受
け
、
残
余
の
経
費
と
人
材
提
供
そ
の
他
の
現

地
便
宜
供
与
を
現
地
の
組
織
委
員
会
を
通
じ
て
受
け
る
形
に
な
っ

て
い
る
。

　
（
1
）
　
本
節
で
の
議
論
の
詳
紬
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
文
献
を
参
照
さ

　
れ
た
い
。

　
勺
血
庁
。
、
U
・
U
H
㌣
a
巴
9
　
、
↓
テ
o
吊
顯
o
轟
o
　
↓
墨
o
o
　
里
■
o
　
U
o
く
色
o

　
寝
。
目
；
。
目
｛
。
、
。
昌
。
。
二
望
9
雪
琴
｝
、
、
§
鳶
向
§
§
㌻

　
、
意
軸
、
臼
ら
P
；
ら
昌
琴
量
こ
昌
二
峯
．

　
弔
。
一
。
、
U
』
、
く
蜆
o
貴
、
掌
星
妃
轟
；
；
邑
2
竃
一
邑
昌

　
ざ
、
勺
凹
。
旨
。
。
、
峯
邑
量
喜
量
；
2
一
一
亘
・
麦
§

　
⑦
ミ
、
。
ミ
O
、
一
く
。
、
ξ
9
0
蔓
昌
呈
0
9
。
貫
・
§
．

　
　
　
末
　
太
平
洋
経
済
圏
と
国
内
の
反
響

　
国
際
運
営
委
員
会
の
常
任
委
員
長
と
し
て
太
平
洋
貿
易
開
発
会

議
シ
リ
ー
ズ
を
継
続
し
、
拡
大
・
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
と
並
行

し
て
、
小
島
教
授
は
国
内
で
は
太
平
洋
経
済
研
究
に
精
カ
的
に
取

組
み
、
同
時
に
太
平
洋
経
済
圏
構
想
の
啓
蒙
活
動
に
も
尽
カ
さ
れ

た
。　

教
授
の
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
第
三
一
章
「
私
の
太
平
洋

経
済
圏
構
想
著
作
リ
ス
ト
」
に
よ
。
て
も
、
一
九
六
六
年
か
ら
一

九
七
九
年
ま
で
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
一
0
1
ニ
ハ
点
の
著
書
・

研
究
報
告
書
．
雑
誌
論
文
・
新
聞
寄
稿
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

単
独
著
作
と
し
て
『
太
平
洋
経
済
圏
と
日
本
』
（
国
元
書
房
、
一

九
六
九
）
、
『
世
界
経
済
新
秩
序
と
日
本
』
（
日
本
経
済
新
聞
杜
・

　
一
九
七
五
）
、
（
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ル
ー
ム
ヘ
ル
ム
社
か
ら
英
文
で
も

刊
行
、
一
九
七
七
）
、
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
（
世
界
経
済
研

究
協
会
．
一
九
八
O
）
が
あ
る
。
ま
た
日
本
国
際
問
題
研
究
所
の

共
同
研
究
を
指
導
さ
れ
て
、
『
南
北
貿
易
の
再
編
成
－
太
平
洋

先
進
諸
国
と
東
南
ア
ジ
ア
経
済
－
』
（
大
来
佐
武
郎
氏
と
共
編

著
、
一
九
七
一
）
、
『
ア
ジ
ァ
太
平
洋
経
済
圏
』
（
大
来
佐
武
郎
氏

と
共
編
著
、
一
九
七
三
）
及
ぴ
『
東
ア
ジ
ア
経
済
と
日
本
』
（
編

者
、
一
九
七
五
）
の
三
点
の
研
究
報
告
書
を
刊
行
さ
れ
た
・

　
ま
た
一
九
七
二
年
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
国
立
大
学
の
豪
日

研
究
セ
ン
タ
ー
を
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
、
日
豪
調
査
委
員

会
が
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
付
設
さ
れ
、
小
島
教
授
は
そ

の
経
済
専
門
部
会
を
統
轄
さ
れ
、
日
本
学
者
に
よ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ァ
研
究
を
奨
励
、
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
成
果
は
『
西
太
平
洋
経

済
圏
の
研
究
．
第
一
巻
－
日
豪
経
済
協
カ
の
方
途
－
（
日
本
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
三
）
、
『
同
第
二
巻
　
　
質
源
問
題
か

ら
み
た
日
豪
関
係
－
』
（
同
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
四
）
、
『
同
第
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三
巻
－
日
豪
経
済
の
政
策
調
査
1
（
同
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七

五
）
、
『
日
豪
経
済
関
係
の
基
本
問
題
』
（
日
豪
調
査
委
員
会
、
一

九
七
七
）
・
『
日
豪
経
済
と
東
南
ア
ジ
ア
』
（
同
委
員
会
、
一
九
七

九
）
・
．
『
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
日
豪
関
係
』
（
同
委
員
会
、
一
九
八

一
）
、
『
太
平
洋
協
カ
と
日
豪
の
関
心
』
（
同
委
員
会
、
一
九
八
三
）

を
発
表
し
、
さ
ら
に
『
豪
州
経
済
ハ
ン
ド
ブ
ツ
ク
』
（
日
本
経
済

新
聞
社
、
一
九
八
一
）
と
い
う
日
本
で
初
め
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ァ
経
済
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
ブ
ソ
ク
も
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
研
究
活
動
の
中
か
ら
、
「
肥
料
援
助
構
想
」
（
一
九
六

六
）
・
「
回
転
援
助
基
金
」
（
一
九
七
一
）
、
「
太
平
洋
貿
易
開
発
援

助
機
構
」
（
一
九
七
六
）
、
「
日
本
型
海
外
直
接
投
資
」
（
一
九
七

四
）
・
「
日
本
型
資
源
保
障
戦
略
」
（
一
九
七
七
）
等
の
一
連
の

「
小
島
提
案
」
が
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
の
学
会
活
動
で
も
、
左
記
の
よ
う
に
太
平
洋
経
済
圏
構
想

の
啓
蒙
活
動
を
怠
ら
ず
、
日
本
の
挙
会
へ
の
侵
透
を
企
ら
れ
た
。

　
「
世
界
貿
易
の
自
由
化
と
統
合
化
」
　
国
際
経
済
学
会
、
一
九
六

五
・
一
〇

　
「
太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
構
想
の
再
検
討
」
　
国
際
経
済
学
会
、

　
　
一
九
六
七
・
一
〇

　
「
環
太
平
洋
連
帯
と
日
本
経
済
」
　
日
本
経
済
政
策
学
会
（
於
一

橋
大
学
）
、
共
通
論
題
、

一
九
八
一
、
五

　
一
九
七
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
日
本
国
内
で
太
平
洋
経
済
圏
，
7

ー
ム
が
起
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
第
一
次
石
油
シ
ヨ
．
ノ

ク
か
ら
の
立
直
り
を
果
し
た
日
本
経
済
が
、
再
ぴ
太
平
洋
経
済
圏

に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
余
裕
を
見
出
し
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
七
八
年
二
一
月
、
組
閣

を
終
え
た
ぱ
か
り
の
故
大
平
正
芳
首
相
が
、
新
内
閣
の
抱
負
の
ひ

と
つ
と
し
て
太
平
洋
地
域
諸
国
と
の
経
済
的
、
文
化
的
交
流
の
促

進
を
提
唱
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
環
太
平
洋
連
帯
構

想
の
実
現
の
遣
を
研
究
す
る
ス
タ
ー
デ
ィ
ー
．
グ
ル
ー
プ
（
大
来

佐
武
郎
座
長
）
を
発
足
さ
せ
た
。
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
、

　
大
平
構
想
は
環
太
平
洋
諸
国
の
協
九
強
化
を
呼
び
か
け
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

の
・
そ
の
具
体
的
内
容
は
漠
然
と
し
て
い
た
。
協
カ
強
化
の
具
体

的
戦
略
は
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
検
討
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
小
島
教
授
の
数
々
の
提
案
と
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
シ
リ

ー
ズ
の
研
究
成
果
は
、
ス
タ
デ
イ
・
グ
ル
ー
プ
の
貴
重
な
検
討
資

料
と
さ
れ
、
小
島
教
授
自
身
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
助
言
を
惜

し
ま
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
は
政
治
学
者
、

国
際
関
係
論
、
地
域
研
究
者
を
含
む
多
彩
な
顔
ぷ
れ
で
あ
つ
た
せ
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い
も
あ
っ
て
、
経
済
協
カ
問
題
の
み
な
ら
ず
、
文
化
、
杜
会
的
関

係
も
含
め
た
、
よ
り
広
い
、
し
か
し
具
体
性
を
欠
く
内
容
の
報
告

書
壱
発
表
し
て
、
終
っ
た
。
太
平
洋
諸
国
内
の
文
化
的
交
流
や
、

歴
史
社
会
の
相
互
理
解
は
太
平
洋
協
カ
強
化
の
不
可
欠
の
一
環
で

あ
る
。
し
か
し
多
年
に
亘
っ
て
経
済
協
力
強
化
の
必
要
を
説
き
、

相
手
側
に
も
受
容
さ
れ
る
具
体
的
政
策
婁
言
作
成
に
腐
心
し
て
き

た
小
島
教
授
に
と
っ
て
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
は
飽
き

た
ら
な
か
っ
た
。
前
述
の
一
橋
大
学
で
の
日
本
経
済
政
策
学
会
で

の
討
論
の
席
上
、
大
来
佐
武
郎
氏
に
代
っ
て
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー

プ
報
告
書
を
ま
と
め
た
飯
田
経
夫
名
古
屋
大
学
教
授
の
共
通
論
題

報
告
「
環
太
平
洋
連
帯
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
強
く

　
　
　
　
＾
3
〕

批
判
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
犬
国
目
本
の
現
役
首
相
の
公
式
声
明
は
こ
の
構
想
へ

の
関
心
を
、
い
っ
き
ょ
に
ピ
ジ
ネ
ス
マ
ン
一
と
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
グ

ル
ー
プ
を
越
え
て
、
政
治
家
、
外
交
官
、
政
治
学
者
、
社
会
学
者
、

地
域
研
究
者
等
に
ま
で
広
げ
た
。
大
平
構
想
と
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル

ー
プ
報
告
書
が
、
太
平
洋
経
済
協
カ
の
総
論
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初

め
太
平
洋
経
済
圏
構
想
が
受
け
た
「
大
東
南
共
栄
圏
の
再
来
」
と

か
「
日
本
の
利
益
の
み
を
考
え
た
議
論
」
と
い
っ
た
、
粗
雑
な
批

判
を
乗
り
越
え
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
の
読
者
に
は
、

太
平
洋
経
済
圏
構
想
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
新
し
い
世
界
経
済
情

勢
の
中
で
生
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
分
り
い
た
だ
け
た

と
思
う
。

　
（
1
）
　
小
島
清
『
太
平
洋
経
済
圏
の
生
成
』
二
四
－
五
頁
に
再
録
。

　
（
2
）
　
環
太
平
洋
連
帯
研
究
グ
ル
ー
プ
『
環
太
平
洋
連
帯
の
構
想
』
、

　
　
大
蔵
省
印
刷
局
、
　
一
九
八
O
・
五

　
（
3
）
　
日
本
経
済
政
策
挙
会
編
、
『
環
太
平
洋
連
帯
と
目
本
経
済
』

　
　
1
日
本
経
済
政
策
挙
会
年
報
三
〇
号
、
勤
草
書
房
、
一
九
八
二
、

　
　
共
通
論
題
飯
田
報
告
、
及
小
島
総
括
参
照
。

七
　
太
平
洋
経
済
協
カ
の
将
来

　
大
平
構
想
は
国
際
的
に
も
太
平
洋
経
済
圏
へ
の
関
心
を
広
め
る

の
に
役
立
っ
た
。
太
平
洋
地
域
の
い
く
つ
も
の
都
市
で
、
こ
の
問

題
に
関
す
る
国
際
会
議
が
開
か
れ
、
総
論
の
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

国
際
的
に
も
波
及
し
た
か
ち
で
あ
る
。

　
一
九
七
九
年
一
〇
月
の
内
閣
改
造
で
大
来
佐
武
郎
氏
が
外
相
に

就
任
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
太
平
洋
経
済
協
力
は
さ
ら
に
一
歩
進

め
ら
れ
た
。
翌
年
一
月
の
首
相
・
外
相
の
オ
i
ス
ト
ラ
リ
ァ
・
ニ

ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
訪
問
の
際
に
、
フ
レ
ー
ザ
ー
豪
首
相
・
マ
ル
ド
ー

ン
・
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
首
相
の
賛
同
を
取
り
つ
け
て
、
一
九
八
一
．
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年
九
月
、
最
初
の
太
平
洋
経
済
協
カ
会
議
（
P
E
C
C
）
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
ク
ロ
フ
才
ー
ド
学
長
の
主
催
で
開
か
れ
た
。

こ
れ
に
は
太
平
洋
地
域
の
五
先
進
国
、
A
S
E
A
N
五
ケ
国
、
プ

ラ
ス
韓
国
が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

各
国
は
政
府
（
政
府
に
影
響
カ
を
も
つ
元
官
僚
）
、
実
業
家
、
学

者
の
三
者
構
成
の
代
表
を
派
遣
し
た
。

　
大
平
首
相
の
急
逝
後
、
フ
ィ
ー
バ
ー
は
鎮
静
し
た
が
、
P
E
C

C
は
す
で
に
第
二
回
（
バ
ン
コ
ヅ
ク
）
、
第
三
回
（
バ
リ
）
の
会

議
を
経
て
、
太
平
洋
経
済
協
カ
促
進
の
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と

討
議
を
重
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
個
別
の
政
策
課
題
の
具
体
的
詰
め

の
た
め
に
い
く
つ
か
の
問
題
別
作
業
斑
を
発
足
さ
せ
て
、
そ
の
成

果
を
P
E
C
C
会
議
で
審
議
す
る
段
取
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
バ
。

リ
会
議
に
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
西
欧
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
送
り
、

こ
の
地
域
協
カ
ヘ
の
域
外
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
小
島
教
授
は
、
P
E
C
C
の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
会
議
、
バ
リ
会
議
の

双
方
に
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
を
代
表
し
て
招
待
さ
れ
、
参
加

し
た
。

　
P
E
C
C
が
発
足
し
た
中
で
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
は
今
後

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
P
E
C
C
の
日
本
代

表
で
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
国
際
運
営
委
員
会
議
長
（
第
一

三
回
マ
ニ
ラ
会
議
で
小
島
教
授
と
交
替
）
を
も
兼
ね
る
大
来
佐
武

郎
氏
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
。

「
P
E
C
C
は
あ
く
ま
で
現
実
的
な
政
策
提
棄
を
三
者
構
成
で
討

議
す
る
場
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
た
き
台
と
な
る
政
策
捷
案
は
、
太

平
洋
貿
易
開
発
会
議
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
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ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
事
実
P
E
C
C
の
間
題
別
の
研

究
作
業
班
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
、
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
グ
ル

ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
重
複
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
小
島
清
教
授
が
十
余
年
前
に
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
始
め

た
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
の
地
味
な
研
究
努
カ
の
成
果
は
、
こ
れ

か
ら
の
太
平
洋
経
済
協
カ
の
中
に
大
き
く
実
を
結
ん
で
い
く
で
あ

ろ
う
。

　
（
1
）
　
太
平
洋
貿
易
開
発
会
議
・
第
十
三
回
：
ニ
フ
会
議
・
国
際
運
営

　
　
委
員
会
議
事
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
国
立
大
掌
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
挙
教
授
）
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